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天然ゴムは，限られた植物が生産する超長鎖イソプレンポリマーであるが，社会基盤に欠かすことのできな

い材料であり，戦略物資とされている．現在，天然ゴムの生産は東南アジアにおけるパラゴムノキのプランテ

ーションに一極依存しており，持続的な供給に対するリスクなどがあることから，代替生産法が模索されてい

る．しかし，天然ゴムが植物細胞内で生合成されるメカニズムは未だ完全理解はされていない．我々は，パラ

ゴムノキの天然ゴムの貯蔵器官であるゴム粒子とよばれる生体ナノ粒子の膜上に，ゴム合成酵素を核とする

タンパク質複合体（マシナリー）が局在することを明らかにしている．このマシナリーは少なくともゴム合成酵

素，非酵素パートナータンパク質，足場タンパク質の三者から構成され，ゴム粒子の出芽にも関与することが

予想されているが，その動的過程を直接観察した試みはない．本申請課題では，天然ゴム生合成マシナリー

が出芽を誘導する膜上ダイナミクスを総合的に理解し，各タンパク質の機能を解明することを目的とする。

 今年度は，無細胞タンパク質合成系を利用してゴム合成酵素などを膜担体に再構成したものを観察した．ま

た，精製した足場タンパク質を観察した．その結果，ゴム合成酵素と非酵素パートナータンパク質の複合体が

膜担体上に再構成されたものを，初めて観察することができた．さらに，足場タンパク質に関しても，脂質膜と

の動的な相互作用の様子が観察され，一部の膜を分離させている様子を垣間見ることができた．

 今後は，様々な膜担体を利用し，三者複合体の状態の観察や，それらの膜構造への影響を重点的に観察

できればと考えている．
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